
令和７年度 ごてんば市民芸術祭 
市民文芸『ごてんば』第３０号作品募集要項 

 
応募資格◆市民または市内に通勤・通学をしている方で、文芸創作活動を生業としていない方。 

種目及び原稿規定◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募上の注意事項◆ 

① 応募作品は、本人の自作で未発表のものに限ります。 
② 作品の応募は、一人 2種目以内とします。 

③ 応募用紙を提出する際、必ず投稿する作品も添付してください。 
④ 応募用原稿用紙については、次を参照してください。 

（ア）市販の 400 字詰原稿用紙（縦書き 20 行×20 字）をご利用ください。大きさ  
（A4、B4等）は問いません。 

（イ）パソコン等を使用する場合、A4 または B4の用紙を横に使用し、400字詰原稿用紙 

（20行×20字）に揃えて縦書きで作成してください。 

⑤ 常用漢字・現代かなづかいを使用し、誰にでも読めるように楷書でわかりやすく書
いてください。くずし字や難解な漢字は使用しないでください。 
＊短歌・俳句については、旧かなづかい・新かなづかいどちらかに統一してください。 

⑥ 出品者の表現を尊重するため、入賞作品を掲載する際、誤字・脱字等の訂正や出品者によ

る校正はいたしません。作品提出前に、必ず作品の推敲をお願いします。 

⑦ 応募原稿には１種目につき、必ず１枚「応募用紙」を添付してください。 

⑧ 応募原稿は返却しません。また、応募後の作品の訂正・差し替えは認められません。 

⑨ 応募作品の著作権は、御殿場市教育委員会社会教育課に帰属します。 

⑩ 原稿用紙の書き方は、裏面の「手引き」を参照してください。 

⑪ 応募規定以外の作品及び全文にわたり判読しにくい作品は、返却させていただく 

場合もあります。 
⑫ 応募規定に違反した場合は、入賞発表後でも入賞を取り消すことがあります。 

募集期間◆令和７年７月７日（月）～令和７年１０月３１日（金） 
審 査◆御殿場市が依頼した審査員により行います。 

結果発表◆令和８年１月中旬頃（予定）に発表し、入賞者へ郵送で通知します。 

入賞及び入賞作品◆ 

① 入賞作品には、既定の賞を授与します。 

② 入賞作品は、市民文芸「ごてんば」第３０号に収録します。（令和８年３月発行予定） 

③ 入賞者に、市民文芸「ごてんば」を 1冊贈呈します。 

④ 購入希望の場合は、発刊後１冊 500円～700円程度で販売する予定です。 

⑤ 視覚障害者のために、録音を行うことがあります。 

応募先及び問い合わせ先◆ 

〒４１２－８６０１ 御殿場市萩原４８３ ごてんば市民芸術祭実行委員会事務局 

（御殿場市教育委員会社会教育課内） ＴＥＬ／０５５０－８２－４３１９ 

※郵送の場合は、封筒表面に『市民文芸作品』と朱書きしてください。 

種 目 規   定 

小 説 400字詰原稿用紙 50枚以内 一人 1編 
児 童 文 学 400字詰原稿用紙 30枚以内 一人 1編 
紀 行 文 400字詰原稿用紙 15枚以内 一人 1編 
随 筆 400字詰原稿用紙 15枚以内 一人 1編 

詩 400字詰原稿用紙 3枚以内 一人 2編以内 
短 歌 400字詰原稿用紙  一人 5首以内 
俳 句 400字詰原稿用紙  一人 5句以内 
川 柳 400字詰原稿用紙  一人 5句以内 



原
稿
用
紙
の
書
き
方
［
て
び
き
］ 

〈
小
説
・
児
童
文
学
・
随
筆
・
紀
行
文
・
詩
〉 

① 

最
初
の
行
は
あ
け
て
お
き
、
題
名
は
二
行
目
に
、
上
を
三
字
あ
け
て
書
く
。 

② 
氏
名
は
四
行
目
に
、
氏
名
の
下
が
二
字
あ
く
よ
う
に
書
く
。 

③ 
文
章
は
六
行
目
か
ら
書
き
出
す
。 

④ 

最
初
の
書
き
出
し
と
段
落
の
変
わ
る
と
き
の
書
き
出
し
は
一
字
下
げ
と
す
る
。 

⑤ 

く
ぎ
り
符
号
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
と
す
る
。 

★
マ
ル
（
。
） 

・
マ
ル
は
文
の
終
止
に
打
つ
。 

・
「 

」
（
か
ぎ
）
の
中
で
も
文
の
終
止
に
は
打
つ
。
た
だ
し
、
「 

」
の
最
後
の
文
に
は
打
た
な
い
。 

・ 
 

 

…
…
の
あ
と
も
打
つ
。 

【
例
】 

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
た
ま
る
か 

 

。
明
日
は
、
母
が
戻
っ
て
く
る
…
…
。 

★
テ
ン
（
、
） 

・
テ
ン
は
文
の
途
中
に
打
つ
。 

【
例
】 

声
の
大
き
さ
や
は
や
さ
に
気
を
つ
け
て
、
て
い
ね
い
な
言
い
方
で
話
す
。 

・
語
な
り
、
意
味
な
り
が
付
着
し
て
い
て
読
み
誤
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
打
つ
。 

【
例
】 

そ
れ
は
小
さ
な
、
か
た
手
で
持
て
そ
う
な
人
形
だ
っ
た
。 

・
名
詞
以
外
の
語
句
を
並
列
す
る
と
き
に
打
つ
。 

【
例
】 

社
会
的
、
歴
史
的
考
察 

・
対
話
ま
た
は
引
用
文
の
カ
ギ
の
前
に
は
テ
ン
を
打
つ
。 

【
例
】 

先
生
が
、
「
頭
を
使
い
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。 

★
ナ
カ
テ
ン
（
・
） 

・
単
語
の
並
列
の
間
に
打
つ
。 

【
例
】 

右
か
ら
順
に
、
郵
便
局
・
お
寺
・
学
校
と
並
ぶ
。 

★
ナ
カ
セ
ン
（ 

 

）
長
さ
は
二
文
字
分
。 

・
話
題
を
か
わ
す
と
き
に
用
い
る
。 

【
例
】 

「
ち
ょ
っ
と
お
そ
ろ
し
い
気
も
す
る
が 

 
ま
、
こ
れ
も
よ
し
と
す
る
か
」 

・
語
句
を
言
い
さ
し
て
余
韻
を
も
た
せ
る
場
合
に
用
い
る
。 

【
例
】 

「
命
ご
い
な
ど
決
し
て
し
な
い
。
た
だ 

 

」 

★
テ
ン
テ
ン
（
…
…
）
長
さ
は
二
文
字
分
。 

・
ナ
カ
セ
ン
と
同
じ
く
、
話
題
を
か
わ
す
と
き
や
、
言
い
さ
し
て
や
め
る
場
合
な
ど
に
用
い
る
。 

【
例
】 

「
ふ
ふ
ふ
…
…
」 

★
カ
ギ
（
「 

」
） 

・
カ
ギ
は
、
対
話
の
ほ
か
、
引
用
語
・
題
目
・
そ
の
他
・
と
く
に
他
の
文
と
分
け
た
い
と
思
う
語
句
に
用
い
る
。 

【
例
】 

西
ド
イ
ツ
の
人
々
も
、
「
ラ
イ
ン
の
水
は
き
れ
い
に
し
て
ラ
イ
ン
に
帰
そ
う
」
を 

合
い
言
葉
に
段
落
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
「
あ
り
じ
ご
く
」
を
読
み
ま
し
ょ
う
。 

★
二
重
カ
ギ
（
『 

』
） 

・
カ
ギ
の
中
に
、
さ
ら
に
カ
ギ
を
用
い
る
場
合 

【
例
】
「
こ
の
暑
い
の
に
『
春
の
小
川
』
は
な
い
だ
ろ
う
」 

★
カ
ッ
コ
（
（ 

）
） 

・
カ
ッ
コ
は
注
釈
的
語
句
を
か
こ
む
。 

【
例
】
琉
球
（
今
の
沖
縄
県
） 

・
思
考
・
独
り
言
な
ど
の
場
合
に
用
い
る
。 

【
例
】
力
い
っ
ぱ
い
押
す
と
穴
が
あ
い
た
。
（
し
め
た
。
こ
れ
が
抜
け
穴
か
）
と
期
待
し
た
が 

★
ワ
キ
テ
ン
（
、
、
、
）
（
・
・
・
） 

・
と
く
に
読
者
の
注
意
を
求
め
る
語
句
に
用
い
る
。
（
他
の
語
と
の
粘
着
を
助
け
る
場
合
に
も
用
い
る
） 

【
例
】
ま
な
い
た
に
の
っ
た
こ
い
．
．
は
、
ぴ
く
り
と
も
し
な
い
。 

★
疑
問
符
（
？
）
感
嘆
符
（
！
） 

・
会
話
に
は
必
要
に
応
じ
て
使
わ
れ
る
が
、
普
通
の
文
に
は
原
則
と
し
て
用
い
な
い
。 

【
例
】
「
え
っ
、
買
っ
た
の
？ 

こ
ん
な
も
の
ど
う
す
る
の
」
（
会
話
の
途
中
で
は
一
字
あ
け
る
） 

「
お
父
さ
ん
、
モ
グ
ラ
！
」
（
カ
ギ
で
く
く
る
と
き
は
、
一
字
あ
け
な
い
） 

⑥ 

。
、
」
）
は
行
の

1

文
字
目
に
は
打
た
ず
、
前
の
行
末
に
つ
け
る
。 

⑦ 

会
話
の
部
分
は
、
別
行
に
し
て
「 

」
を
つ
け
る
と
は
っ
き
り
す
る
。
た
だ
し
、
「 

は
一
字
あ
け
な
い
。 

⑧ 

地
の
文
（
小
説
な
ど
の
会
話
以
外
の
文
）
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
「
会
話
」
や
「
考
え
こ
と
ば
」 

は
改
行
し
な
く
て
も
よ
い
。 

⑨ 

用
紙
が
二
枚
以
上
に
わ
た
る
と
き
は
ペ
ー
ジ
打
ち
を
す
る
。 

 

〈
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
〉 

① 

氏
名
は
、
二
行
目
に
、
氏
名
の
下
が
二
字
あ
く
よ
う
に
書
く
。 

② 

一
首
（
句
）
目
は
、
四
行
目
か
ら
書
き
出
す
。 

③ 

書
き
出
し
は
、
一
番
上
の
ま
す
か
ら
書
き
出
し
、
一
行
書
き
と
す
る
。
一
行
で
書
き
き
れ
な
い
と

き
は
、
次
の
行
の
一
番
上
の
ま
す
へ
続
け
る
。 

④ 

二
首
（
句
）
目
以
降
は
、1

行
あ
け
る
。 

⑤ 

特
殊
な
読
み
方
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
は
ル
ビ
を
つ
け
る
。



 

令和７年度 ごてんば市民芸術祭 

市民文芸『ごてんば』第３０号応募用紙 

 

ふりがな  

男・女 

ふ り が な  

氏 名 
 

ペ ン ネ ー ム 
 

住 所 

〒   - 

 

電話番号 -      -    生年月日 M．T．S．H．   年   月   日 

応募種目 
①小説 ②児童文学 ③紀行文 ④詩 ⑤随筆 ⑥短歌 ⑦俳句 ⑧川柳 

（○で囲んでください。） 

同時応募 

2種目応募した方は、もう 1つの種目を○で囲んでください。 

①小説 ②児童文学 ③紀行文 ④詩 ⑤随筆 ⑥短歌 ⑦俳句 ⑧川柳 

 

※１種目につき、必ず 1枚応募用紙を作品に添付してください。 

※２種目応募される場合は、お手数ですが、この用紙をコピーしていただき、

ご提出くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 


